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研究成果の概要（和文）：多言語性と多民族性が、プラハとダブリン出身の詩人たち、リルケ、

カフカ、イェイツ、ジョイスらの創作の契機となっていたことが論証された。母語の自明性の

欠如、あるいは国家・民族・宗教への帰属性の揺らぎ等が、彼らをして、独自の語法と文体を

創出させ、既存の帰属性を超えるアイデンティティの探求へと駆り立てたことが確認された。

その過程で、「薔薇」と「ユダヤ性」を主題とする英独合同シンポジウムは、欧州文学研究の新

局面を切り開いた。  
 
研究成果の概要（英文）：In the course of this investigation, we were able to confirm that the 
multilingual and multiracial situation in Prague and Dublin, two minor cities in Europe, 
gave rise to an epoch of the great writers such as Rilke, Kafka, Yeats and Joyce.  It was 
also concluded that the instability of their own mother tongues and the vague senses of 
belonging to their nations, races and religions, drove them to create their original styles 
and expressions, and to search for new identities as Pan-European artists.  In the process 
of this study, we, Germanists and Anglicists, organized a symposium on those writers and 
their characteristics, especially on the symbolism of the rose in the works of Rilke and 
Yeats and Judaism in the works of Kafka and Joyce, and succeeded in bringing a new light 
upon the European literary study. 
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比較考察の可能性を指摘した。しかしそれ以
来、当研究計画が最初に構想された 2004 年
当時にいたるまで、内外のドイツ文学研究史
上あるいは英文学研究史上において、この問
題が俎上に載せられた記録は残されていな
い。すなわち、われわれの研究は、1965年か
ら 2004年に至るまでのほぼ 40年間にわたっ
て放置されていた E.ゴルトシュテュカーに
よる問題提起を―そこにはじつは冷戦構造
とナショナリズムと言語・宗教の壁といった
焦眉の問題も投影されていたのだが―、真に
研究に値する、優れた提案と受け止め、これ
を継承するものである。 
（2）この間に、プラハとダブリンの都市と
文学に関わる研究は、個別にかなりの進展を
遂げていた。すなわち、プラハ・ドイツ語文
学の研究家ならびにアイルランド文学の研
究家たちは、あるいはカフカにおける都市プ
ラハについて、あるいはジョイスにおける都
市ダブリンについて、それぞれ政治、言語、
宗教に関わる観点から、またはその他の民俗
学的見地から、個別に研究を進めていた。例
えば河中正彦は、カフカ、リルケをプラハの
都市構造と使用言語の観点から、また平野嘉
彦は、リルケやカフカはむろんのこと、ツェ
ラーンやマゾッホらをも取り込む広い視野
からプラハ・ドイツ語文学に注目していた。
加えて三谷研爾は民俗学的視点からカフカ
のプラハを論じていた。一方のダブリンの側
では結城英雄のジョイスに関わる一連の仕
事と、日本ジョイス協会の幹部である吉川信、
夏目博明、戸田勉らの業績を想起するだけで
充分であろう。そして、河中正彦と吉川信が
ある読書会で同席したとき、おそらくはゴル
トシュテュカーの提案が河中によって持ち
出されたのであろう。機はすでに熟していた。
しかも他でもないこの日本においてである。 
（3）従来の研究との差異は歴然としている。
これまでにも例えばリルケとイェイツの薔
薇のモチーフを扱う研究があったことは事
実だが、われわれの研究計画は、このテーマ
に関しては、総合性と普遍性において他のい
ずれの研究をも凌駕する抜本的性格を備え
ていた。また、文学研究の枠を超えて、ヨー
ロッパ像ないしはこの時代（20 世紀）につい
ての歴史認識の変更を余儀なくする可能性
を孕んでいた。以上が研究開始に至るまでの
状況の略述である。 
 
２．研究の目的 
プラハとダブリンという二都市に注目して、
20 世紀文学の特質を総括することを目的と
する。20世紀を代表する文学者、カフカ、リ
ルケ、イェイツ、ジョイス、らが、欧州の西
端と東端に位置する周縁都市に偏在するこ
とは、決して偶然ではない。辺境に生じた、
言語をはじめとする諸々の危機的抗争が、世

紀転換期の世代に創造的な活力を与えたが
ゆえと考えられる。年度ごとに政治、言語、
宗教の各側面から、順次、両都市出身の詩人
たちを比較考察し、その創作の源泉に光を当
てる。最終的には、20世紀の文学思想の本質
を解明する。  
 
３．研究の方法 
（1）プラハ文学を研究するドイツ文学者と
ダブリン文学を研究する英文学者が可能な
限り意見を交換することが、この研究計画で
はもっとも基本的な重要事であった。そのた
めには適切な場所で、時宜を得た研究会を開
くことが必須であった。初年度は、双方で、
両都市の歴史的政治的背景、使用言語の変遷、
各宗教の人口比の変遷経過、等のデータを集
積しつつ、突き合わせることを重ねた。さら
に、両研究集団内においても共通の認識を同
時に育て、維持するために、共通必読図書を
数冊指定した。（よく利用されたのは、独語
圏では例えば次の一書である。Jürgen Serke: 
Böhmische Dörfer.Paul Zsolnay,Wien/Ham- 
burg 1987.）これらの、相互の対話を共有す
る方法と、基本文献を突き合わせる方法は、
年度が進み、主題が移行しても変わることは
なかった。その際、もっとも注意したことは、
一方の側では自明の事柄が、他の側では必ず
しも無前提にそうではないこと、とくに英語
あるいは独語から邦訳されて外見的には同
一の定着した用語であっても、言語圏が変わ
れば、まったく異なる事象を指すこと、など
である。（例えば、「言語危機」なる用語、プ
ラハ・ドイツ語の世界では「言葉と事物の乖
離」を、ゲール語の世界では「国語存亡の危
機」を指す。）こうしたことを不断に予測し
て、いわば見張りながら対話を重ねる必要が
あった。さもなければ議論は噛み合わず、結
局は、従来的なナショナルな研究の枠を一歩
も超え出ることはできないと感じられた。 
（2）外国人研究者の招聘と相互交流は、こ
の研究計画の重要な方法であった。研究を開
始した直後に、プラハ・ドイツ語文学の生き
証人で、戦後英国に住んだ H.G.アードラーの
子息、ジェレミー・アードラー（ロンドン・
キングスカレッジ教授）を招聘できたことは
幸いであった。早い時期にわれわれの提起し
た問題圏の広さを同教授は教えてくれたか
らである。以降、第２年度目には、ダブリン
在住の詩人、ミホール・オシール氏を、第３
年度目には、グラーツ大学から、ディートマ
ル・ゴルトシュニッグ教授を、最終年度には、
ダブリンは UCD（ユニヴァーシティ・カレッ
ジ・ダブリン）から、アン・フォガティ教授
を、ベルリンは TU（ベルリン工科大学）から、
ハンス・ディーター・ツィンマーマン名誉教
授を、それぞれ招聘した。当初の予定を前倒
しして、4 カ年に５名を招聘したことによっ



 

 

て、早期から研究が国際色を帯びて、活性化
したといえる。とりわけ最終年度に招聘した
フォガティ教授とツィンマーマン名誉教授
には、それぞれ東京と京都で延べ３回にわた
る講演をお願いした。しかも講演前後に毎回、
長時間の自由討論会を設定した。これには今
回の科研の共同研究者に加えて内外の権威
や若手研究者も多数参加したことから、今後、
このプロジェクトの主旨が広く浸透して、長
期的な波及効果が見込まれる。自由討議のさ
いの使用言語を英独二カ国語と設定する必
要もあって、裏方の苦労も多かったが、招聘
計画を最重要の方法として掲げたわれわれ
の基本方針は、ほぼ実現をみたといえる。 
 
４．研究成果 
（1）初年度は、全体の展望を確立しつつ、
年次課題「ナショナル・アイデンティティ」
の側面から文学作品を比較考察した。計３回
の研究報告会、外国人研究者の招聘、多数の
学会報告、論文、編著書の刊行等によって、
プラハとダブリンの、２０世紀初頭の政治状
況下での詩人たちの内面が解明された。ユダ
ヤ性を含めた種々のナショナル・アイデンテ
ィティの喪失と相克と再構築、帰属ないしは
離反といった心的ダイナミズムが、この二都
市出身の詩人たちの創作の梃子であること
が跡付けられた。 
（2）第２年度は、課題「言語危機」のもと、
計３回の研究報告会、外国人研究者の招聘、
ジョイス協会（国内）主催のシンポジウムに
おける研究報告、数篇の論文ないしは編著書
等の成果を得た。いわゆる「言語危機」は、
本来はマラルメとニーチェに遡ること、二都
市出身の詩人に共通する「言語懐疑」からの
創造が、隠喩や換喩の独自性を産み（リルケ、
イェイツ、カフカ等）、テキストの意味の「重
層性」を招いたこと（ジョイス、リルケ、カ
フカ等）が指摘された。政治と言語の抗争の
絶えない二都市に生まれた詩人たちは、とく
に言語象徴を先駆的に相対化し、客体化し、
志向対象としたが、一方で自明の母語に護ら
れた故郷を失い、言葉と事物への原初的問い
からの再出発を余儀なくされていたことが、
確認された。 
（3）第３年度は、「神秘思想」を課題として、
計３回の研究報告会、外国人研究者の招待講
演、英独合同シンポジウムをはじめとする研
究報告、１０余篇の論文ないしは編著書とい
う多くの成果を挙げた。政治と言語に関わる
危機的状況の克服過程において、「神秘思想」
ないしは神話的形象が、詩人たちに豊かな発
想を供給していたことが、リルケやジョイス
等の作品に即して論証された。「薔薇」と「ユ
ダヤ性」を巡る、上記のシンポジウムは、主
題の斬新さと横断性により、欧州比較文学研
究の新局面を開いたと評価された。 

（4）第４年度は、上述の３年度を綜合する
年度として、計２回の研究報告会と２名の外
国人研究者の招聘講演事業を行った。また研
究を総括する口頭発表・論文・著書も他年度
に比べ最多を数えた。とりわけ現地研究者の
招聘事業の集大成ともいえる２名の研究者
の招聘は予想以上の成果を挙げた（「研究の
方法(2)」を参照）。その背景には研究分担者
（平野嘉彦と結城英雄）による現地研究者と
の、事前の長期間の綿密な打合せがあり、事
実上この段階ですでに深層の交流が始まっ
ていたと考えられる。われわれは二人の招聘
教授から多くを学んだが、例えば、両都市に
おける「ナショナリズム」の多様さ、微妙な
差異が現前するただ中を生きることの軋轢、
それらを乗り越えて獲得された「共生」の素
晴らしさ、またその危うさ、などが実体験に
基づいて語られたとき、カフカやジョイスの
原典が新たに甦るかのようであった。 
またこの間に、初年度に掲げられた、二都

市をめぐる民族・言語・政治運動の対照図式
（ユダヤ人：ヘブライ語：シオニズム＝ケル
ト人：ゲール語：シン・フェイン党）を凌駕
する両都市における複雑なナショナル・アイ
デンティティの実態が浮き彫りにされてい
った。すなわち、「ケルト人」を「ゲーリッ
ク・アイリシュ」と捉えるなら、他に「アン
グロ・アイリシュ」の概念を導入する必要性
が研究分担者によって指摘された。一方のプ
ラハ文学に関しては、ユダヤ系ないしは支配
階級のプラハ・ドイツ語文学だけではなく、
チェコ語を選んだユダヤ系作家やチェコ・ナ
ショナリズムの担い手たちの文学をも視野
に入れる必要性が、とくにツィンマーマン教
授から指摘された。そして、これらの項目に
宗教分布を重ね合わせるならば、両都市間の
ナショナル・アイデンティティの対応関係は
微妙に捩れ、ある項目に至ってはそもそも対
応項目が不在となることも判明した。 

大筋においてはしかし、こうした知見を予
測すると同時に方法として取り込みつつ、次
のことが解明された、―カフカ、リルケ、ジ
ョイス、イェイツらの両都市出身の詩人たち
は、二都市に共通の多民族性と多言語性を文
学的出自として、従来のナショナリズムに拘
らない新たなアイデンティティを創作によ
って打ち建てたこと、その際、既存の同一性
を解体しつつ再構築する詩的方法が採られ
たこと、このことによって彼らは２０世紀文
学の先駆者となったことが明らかとなった。 

今後の課題として、プラハとダブリンの両
文学における「言語危機」および「神秘思想」
に関わる論議を深めて、比較のためのより強
固な共通の基盤を設定したい。過去４カ年に
おいても、むろんこれらの主題は２カ年にわ
たって扱われ、個別の成果も多かったが、全
体として議論は初年度の「ナショナル・アイ



 

 

デンティティ」を中心に展開したように思わ
れる。次の機会には、軸足を「言語危機」へ
と移して、フリッツ・マウトナー（Fritz 
Mauthner）、ルートヴィヒ・ヴィトゲンシュ
タイン (Ludwig Wittgenstein)らの作品を考
察対象に加えて、２０世紀文学の本質にさら
に迫りたい。 
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